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錦川清流線沿線住民アンケート調査 

-結果概要- 

１ 回答者の属性 

 回答者の 5割以上が 65歳以上となっている。（図 2） 

 74 歳以下の回答者は大半が自動車運転免許を持っているが、75～79 歳ではもともと持っ

ていないか返納済みの割合が増え、80歳以上では 5割以上がもともと持っていないか返納

済みである。（図 7） 

 

２ 錦川清流線の今後のあり方検討に係る認知状況 

 錦川清流線の今後のあり方検討についての認知状況は、居住地別ではより玖北側の駅周辺

地域の回答者ほど、年齢層別ではより高齢の回答者ほど認知度が高い傾向にあり、駅 2km

圏内（錦・美川）では、よく知っているが約 5割となっている。（図 10、11） 

 

３ 錦川清流線の今後についての意向 

 錦川清流線の今後についての意向は、居住地別では玖北側の駅周辺地域の回答者ほど、「現

状での存続が望ましい」という回答が多い傾向にあり、駅 2km圏内（錦・美川）では、存

続が望ましいが 6割を超えている。（図 13） 

※昨年度実施した「錦川清流線利用者アンケート調査」の結果では、岩国市内在住の回答者

の 76％が「現状での存続が望ましい」と回答 

 年齢層別では 12～24 歳の比較的若年層で特に「現状での存続が望ましい」という回答が

多く（いずれも 7割程度）、次いで 75 歳以上の高齢層が多い（5割程度）傾向にある。（図

14） 

 

４ 錦川清流線を存続させる場合に自分ができること 

 錦川清流線を存続させる場合に自分ができることは、居住地別では玖北側の駅周辺地域の

回答者ほど、「自分の利用回数を増やす」「他の人と一緒に利用促進活動をする」との回答

が多く、駅から離れた地域では、「自分にできることはない」との回答が多い傾向にある。

（図 16） 

 利用頻度別では年に数日以上の頻度で利用している人は、いずれも「自分の利用回数を増

やす」との回答が最も多く、いずれの利用頻度でも 5割以上となっている。（図 18） 

 

５ 改善されれば錦川清流線の利用が増えると思う点 

 改善されれば錦川清流線の利用が増えると思う点は、居住地別では全ての地域で「イベン

ト列車等の企画や広報を充実させる」が多い傾向（4割程度）にある。（図 19） 

 駅 2km圏内（錦・美川）では「運行スピードを上げて所要時間を短くする」や「運賃や定

期代を安くする」、「駅のバリアフリー化を進める」を挙げる人が他の地域と比べて多い傾
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向にある。（図 19） 

 駅 2km圏内（市街地）では「JRの在来線との乗り継ぎ改善」が、駅 2km圏外では「バス

との乗り継ぎを良くする」を挙げる人が他の地域と比べて多い傾向にある。（図 19、20） 

 

６ 錦川清流線の利用状況、役割等 

 駅 2km圏内では、回答者の 4～5割が年に数日以上は錦川清流線を利用している一方、駅

2km圏外では、回答者の 8割以上がほとんど利用しない・1度も利用したことがないと回

答している。（図 21） 

 駅 2km 圏内（錦・美川）では、他の地域と比べて通院や買い物での利用割合が高い。（図

23） 

 非日常的活動における錦川清流線の利用有無は、駅 2km 圏内（錦・美川）、駅 2km 圏内

（北河内・南河内・御庄）で他の地域と比べて「自動車が利用できないとき」「お酒を飲む

とき」の回答割合が高く、駅 2km圏内（錦・美川）では「旅行に行くとき」の回答割合も

高い。（図 24） 

 錦川清流線が果たす役割は、全体的に「通勤・通学のための移動手段」、「免許を持たない

人のための移動手段」、「自動車を利用できない時の移動手段」、「運転免許返納後の移動手

段」、「買い物や通院などのための移動手段」の回答割合が高い。（図 25） 

 駅 2km圏内（錦・美川）では他の地域と比べて「買い物や通院などのための移動手段」の

回答割合が高い。（図 25） 

 錦川清流線が運行されることでもたらされる効果・役割は、全体的に「車がなくても移動

できる」、「免許返納への不安が軽減される」の回答割合が高い。 

 駅 2km圏内（錦・美川）では他の地域と比べて、「これからも今の居住地で生活できる」、

「免許返納への不安が軽減される」の回答割合が高い。 

 

７ 普段通勤・通学に利用する移動手段が一時的に利用できない場合の移動手段 

 普段通勤・通学に利用する移動手段が一時的に利用できない場合、駅 2km圏内（錦・美川）

及び駅 2km圏内（北河内・南河内・御庄）では、錦川清流線を利用するという回答が多く、

駅２㎞圏内（市街地）及び駅２㎞圏外では、路線バスや岩国市生活交通バス、JR線（在来

線）の回答割合が高い。（表 11～14） 

 

８ 錦川清流線についての意見等 

 錦川清流線の存続を望む意見が目立つが、一部存続は難しいと考える意見もみられる。 

 子どもの通学に必要だという意見がみられる。 

 


